
日本の実質ＧＤＰ

（図表１）

日本の実質ＧＤＰ
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（出所）内閣府「国民経済計算」
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（図表２）
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（注）需給ギャップは、日本銀行調査統計局の試算値。短観加重平均ＤＩは、生
産・営業用設備判断ＤＩと雇用人員判断ＤＩを資本・労働分配率（1990～
2012年度平均）で加重平均して算出。

（出所）内閣府「国民経済計算」、日本銀行「全国企業短期経済観測調査」ほか



消費者物価上昇率

（図表３）

消費者物価上昇率
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（注）消費税の影響を除くベース。2014/3Qは7～8月の前年同期比。
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中長期のインフレ予想

（図表４）
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消費支出 輸出 設備投資

（図表５）

消費支出、輸出、設備投資
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製造業と非製造業の経済活動

（図表６）

製造業と非製造業の経済活動
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（注）非製造業活動指数は、第３次産業指数と建設指数の加重平均とし
て算出 2014/3Qは7月の値
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製造業と非製造業の売上高経常利益率

（図表７）

製造業と非製造業の売上高経常利益率
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（出所）財務省「法人企業統計」
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（図表８）

製造業と非製造業の雇用人員判断ＤＩ
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パート・一般別労働者数

（図表９）
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（出所）厚生労働省「毎月勤労統計」

賃金 雇用者 雇用者所得

（図表１０）

賃金、雇用者、雇用者所得
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（出所）厚生労働省「毎月勤労統計」、総務省「労働力調査」



労働参加率

（図表１１）
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（出所）総務省「労働力調査」

男女別・年齢階層別の労働参加率

（図表１２）

男女別・年齢階層別の労働参加率
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（出所）総務省「労働力調査」



潜在成長率と中長期のインフレ予想

（図表１３）

潜在成長率と中長期のインフレ予想
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（出所）内閣府「国民経済計算」、 Consensus Economics「コンセンサス・
フォーキャスト」ほか

日米の長期金利 株価 企業収益

（図表１４）

日米の長期金利、株価、企業収益

（日本） （米国）

1205
（％） （2005年=100）

1809
（％） （2005年=100）

100
4 140

160

7

8

60

80

2

3

80

100

120

5

6

20

40

1

2

20

40

60

2

3

4

00

1
9
9
4

1
9
9
6

1
9
9
8

2
0
0
0

2
0
0
2

2
0
0
4

2
0
0
6

2
0
0
8

2
0
1
0

2
0
1
2

2
0
1
4

0

20

1

2

1
9
9
4

1
9
9
6

1
9
9
8

2
0
0
0

2
0
0
2

2
0
0
4

2
0
0
6

2
0
0
8

2
0
1
0

2
0
1
2

2
0
1
4

（注）長期金利は10年国債利回り。日米の株価はTOPIX、S&P500。企業収益は、日本は法人企業統
計の経常利益 米国はSNAの税引前利益 長期金利と株価は10/10日までのデータを反映
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（出所）財務省「法人企業統計」、米国Bureau Economic Analysis,“National Income and 
Product Accounts”、ブルームバーグ


